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今
日
我
等
は

高
度
に

整
備
さ
れ
た

日

蓮
聖

人
の

遺
文
集
を

手
に

し

て

い

る
。

し

か

し

現
今
の

遺
文
集
で

も
な

お
、

諸
学
者
の

慧
眼
を

潜
り
抜

け
た

左
記

の

よ

う
な

真

蹟

解
読
上

の

問

題
点
が

少

な
か

ら

ず
存
在

す

る
。

　
一

、

当
初
の

学
究
の

真
蹟
解

読
の

錯
誤
が

後
々

ま
で

受
け
継
が

れ

て

き
た

も
の

。

二
、

真
蹟
に

書
き

加
え
ら

れ

た

他
筆
の

誤
り
を

正

字
と

誤

認

し
て

き
た

も

の
。

一
、．
、

真

蹟
の

文
字
や

語
句
を

読
み
落
と

し

て

い

る

も
の

。

四
、

真
蹟
の

解
読
が

杜
撰
で

、

異
字
・

誤
字
・

脱
落
等
が

見
ら

れ

る

も
の

。

　
こ

こ

で

は

そ

れ

ら

の

問
題

点
を

明
ら

か
に

す
る

た

め

に
、

日

蓮
聖

人

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

1
）

の

遺
文

集
と

し

て

は

『

昭

和
定
本
日

蓮
聖
人

遺
文
』

（

以

下

『

定
遺
』

と

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

2
）

略

称）

を
、

ま
た

真
蹟
遺
文
と

し

て

は

『

日

蓮
聖
人

真
蹟
集
成
』

（
以
下

『

集
成
』

と

略
称）

を
用
い

て

考
察
す
る

。

一

　

八

九

『

転
重

軽
受
法
門
』

末

法
に

入
て

は

此

日

本

國
に

は

當
時

は

日

蓮
一

人
み

へ

候
か

（
『

定
遺
』

五

〇

八

頁）

末
法
に

入
て

は

此
日

本
國
に
は

當
事
は

（

時
は
と

他
筆
傍
書
）

へ

候
か

（

『

集
成
』

第
二

巻
一

〇
二

〜
一

〇
三

頁
）

日

蓮
一

人
み

　
こ

れ

は
、

宗
祖
が

末
法
に

お

け

る

法
華
流
布
の

大
難
を

語
る

文
で

あ

る
。

文
中
「

末
法
に

入
て

は
」

に

加
え

「

當
時
は
」

と
、

時
を

示
す
語

が
二

つ

も
あ
る

の

は

奇
妙
で

あ

る
。

真
蹟
の

「

當
事
は
」

に

対
し

「

時

は
」

と
い

う
他

筆
傍
書
が

あ

り
、

『

定
遺
』

は

そ
の

他
筆
を

採
っ

て

本

文
を
「

當
時
は
」

と

す
る

。

し

か

し
こ

れ
は

宗
祖

の

筆
の

「

當
事
は
」

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

（
3

）

が

正

し
い

。

そ
の

「

當
事
」

を

辞
書
で

確
認
す
る
と

「

直
接
そ
の

こ

と

に

あ
た

る
」

「

そ
の

こ

と

に

ぶ

つ

か
る
」

と

あ
る

か

ら
、

右
の

文
は
「

末

法
に

入
っ

た

日

本
国
に

お
い

て

『

法
華

経
』

流
布
の

大
難

に

直
接
ぶ

つ

か
っ

た

の

は

日

蓮
一

人
の

み

で

あ
る
」

と

い

う
聖

意
が

浮
か

び

上

が

る
。

こ

の

『

定

遺
』

の

「

當
時
」

は

「

當
事
」

と

す
べ

き

で

あ

ろ

う
。

二

　
二

二
　
『

富
木
尼

御
前
御
書
』

か
ま
へ

て
さ

も
と
三

年
、

は

じ
め

の

ご

と

く
に
、

き
う
ち

（

灸
治）

せ

さ
せ
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給
へ

（
『

定
遺
』

　一
一

四

八

頁）

　

か
ま
へ

て

さ
ん

と
三

年
は

し

め
の

こ

と

く

に

き
う
ち
せ

さ
せ

給
へ

（
『

集
成
』

　

第
二

巻
二

五
五

頁
）

　

右
の

文
は

、

真
蹟
の

「

さ
ん

と

三

年
」

を
、

『

定
遺
』

が

「

さ
も
と

三

年
」

と

読
ん

だ

た

め

に
、

意

味
不
明
の

文
章
と

な
っ

て

し

ま
っ

て

い

る
。

こ

の

「

さ

ん

と
三

年
」

は

そ
の

「

ん
」

を

促
音
便
で

読
み

「

さ
っ

と

三

年
」

と

す
べ

き
で

あ
ろ

う
。

す
る

と

前
掲
の

文
は

「

か

ま
へ

て

さ

つ

と
三

年
は

じ

め

の

ご

と

く
に

、

き

う
ち
（

灸
治
）

せ

さ
せ

給
へ

」

と

な
る

。

そ
の

「

さ
つ

と
」

は

時
間
の

早
い

さ

ま
を
い

い
、

宗
祖
が

病
気

の

富

木
尼
に

、

「

さ
っ

と

素
早
く
三

年
前
の

よ

う
に

回

復
さ
れ
る

よ

う

に
」

と

励
ま
さ

れ
た

文
章
だ

と

い

う
こ

と
に

な
る

。

な
お

「

さ
つ

と

三

年
」

に

続
く
読
点
は

不
要
で

あ
ろ

う
。

　

ま

た

同
遺
文
に

は
、

も
う
一

つ

次
の

よ

う
な
問
題
点
が

あ
る

。

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
め

　

當

時
つ

く

し
へ

む

か
へ

ば
、

と

ど

ま
る

女
こ

、

ゆ

く

を

と
こ

（
『

定

遺
』

　
一
一

四

八

頁）

　

當
時
つ

く
し
へ

む

か
へ

は
と
ず

ま
る

め

こ

ゆ

く
を
と
こ

（
『

集
成
』

第
二

巻

　
二

五
七

頁）

　

ま

ず
右
の

『

定
遺
』

の

文
の

「

と

ど

ま

る
」

は
、

真

蹟
で

は
「

と
ず

ま
る
」

で

あ
る

こ

と

を
指
摘
し

て

お

く
、

さ

て

こ

の

筑
紫
へ

出
陣

す
る

関

東
武
士
と

家
族
と

の

別
離
に

つ

い

て
、

『

定
遺
』

は

鎌
倉
に

留
ま
る

側
を
「

女
こ
」

と
し
て

い

る

が
、

筆
者
は

仮
名
で

「

め
こ
」

と

読
む
べ

き
だ
と

言
う

。

そ
の

理
由
の

第
一

は
、

中
古
以

来
妻
子
の

こ

と

を
「

め

　

　

　

日
蓮
聖

人
真
蹟
遺
文
解
読
の

問
題
点
に

つ

い

て

（

松
　
岡
）

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
め

こ
」

と
い

う
か

ら

で

あ
る

。

第
二

に

『

定
遣
』

が

記
す
「

女
こ
」

と

い

う
用
語
を

筆
者
は

知
ら

な
い

。

第
三

に

は
、

当
消
息
の

冒
頭
に

「

を
と

こ

の

し
わ

さ

は

め

の

ち
か

ら
な
り

」

と

あ
る

が、

夫
婦
に

関
し

て

宗
祖

も
、

夫
を
「

を

と
こ
」

と
い

い
、

対
す
る

妻
を

「

め
」

と

書
か

れ

る

か

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
め

ら
で

あ
る

。

従
っ

て

前
掲
の

『

定
遺
』

の

「

と

ど

ま

る

女
こ
」

は
「

と
“

ま
る

め

こ

〔
妻
子
）

」

と

改
め

る
べ

き
で

あ
ろ

う
。

ま
た

今
触
れ

た

当

消
息
冒
頭
の

『

定
遺
』

の

文
は

左
記
の

よ

う
に

記
述
さ

れ

る
べ

き

だ

と

思
う

。

　
を
と
こ

（

夫
）

の

し

わ

ざ
は

め

（
妻
）

の

ち
か

ら
な

り
（

＝

四

七

頁∀

　
を
と
こ

（

夫
）

を
み

れ
ば

め

（
妻）

を

み

る

（

＝

四
七

頁
）

三

　
二

四
二

『

四

信
五

品
鈔
』

　

近
来

ノ

学
者
一

同
ノ

御
存
知
二

云
ク

　
在
世

滅
後
雖
異

リ

ト

修
行

ス

ル

ニ
ハ

法
華

ヲ

必
具

ス

　

三

学
ヲ

　
決

テ

モ

一
ヲ

不
成

セ

（
『

定
遺
』

一

二

九
四

頁）

　

今
来
（
他

筆
に

て

近
来
と

訂
正）

学
者
一

同

御
存
知
云
　
在
世
滅

後
雖
異
　
修

　

行
法
花
必

具
三

学
　
決
一

不

成
（
『

集
成
』

第
一

巻一

＝

○

頁
）

　

こ

れ

は

第
三

者
が

真
蹟
の

「

今
来
」

を

「

近
来
」

と

訂
正
傍
書
し

て

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
（
4

）

い

て
、

『

定
遺
』

は

そ

れ

を

受

け
て

「

近

来
ノ

学
者
」

と

す
る

。

辞

書

に

よ

れ

ば
、

「

近
来
」

は

「

ち
か
ご

ろ
・

こ

の

ご

ろ
」

と
い

う
現
在
に

近
い

概

念
を
示
す
語
で

あ

り
、

一

方
「

今
来
」

は

昔
か

ら

今
に

至

る

ま

で

と
い

う
時
間

幅
の

よ

り
広
い

語
だ
と
い

う
違
い

が

あ
る

。

宗

祖
は

、

法
華
に

あ
っ

て

も
三

学
を

欠
く
こ

と

は

許
さ

れ

な
い

と

主
張

す
る

「

学

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　一

二

五
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日

蓮

聖
人

真
蹟
遺
文
解
読
の

問
題
点
に
つ

い

て

（
松
　
岡
）

者
一

同
」

の

誤
謬
を

先
に

指
摘
し

、

次
に

当
抄
の

後

段
に

、

末
法
に

お

い

て

は

「

法
華
経
』

の

大
曼
荼
羅
を

信
じ

て

南
無

妙
法
蓮
華
経
と
唱
え

奉
る

と
こ

ろ

に

戒
・

定
・

慧
の

三

学
が

具
わ

る

と

説
く

。

こ

の
一

大
法

理

を

知
ら

な
い

僧
尼
は

＝

同
」

と

書
か

れ

る

ほ

ど

今
ま

で

に

大
勢
い

た

の

で

あ
る

か

ら
、

従
っ

て

時
間
幅
の

広
い

「

今
来
」

と
い

う
表
記

は

当
を

得
て

い

る

と
い

え
よ

う
。

こ

の

『

定
遺
』

の

文
は

「

今
来
」

と

記

述
さ
れ

る
べ

き
で

あ
ろ

う
。

四

　
一

一

八

『

如

来
滅
後
五

五

百
歳

始
観

心
本

尊
抄
』

天

台
傳
教

已
後

ハ

知
ル

之
。

者
多
々

也
。

用
．

ル

ガ

ニ

聖
ノ

智
。

故
也

。

（
『

定
遺
』

七
一

〇

頁）

天

台
傳
（

教
歟
他
筆
傍

書）

已

後

知
之

者
多
々

也
　
用
二

聖

智
故
也

（

『

集

成
』

第
四

巻
一

五

頁
）

　

右
の

真
蹟
の

「

傳
」

に
、

他

筆
で

「

教
歟
」

と

傍
書
し

て

あ
る

。

そ

の

傍
書
を
受
け

入

れ
て
「

天

台
伝
教
已

後
」

と

『

定
遺
』

は

記
述

す
る

。

文

中
の

「

知
ル

之
．

者

多
々

也
」

の

「

之
」

と

い

う
の

は

『

法

華

経
』

の

極
説
一

念
三

千
法
門
を

指
す
の

で

あ
る

が
、

問
題
は

前
掲
の

文
が
天

台
と

伝
教
二

人
の

こ

と
を

言
う
文
章
か

否
か

で

あ
る

。

筆
者
は

聖
筆
の

通
り

、

こ

れ

は

釈
尊
以

後
最
初
に
一

念
三

千
の

法
門
を
明
ら

か

に

し
た

天

台
大
師
の

こ

と

を
い

う
文
章
で

あ
ろ

う
と

考
え
る

。

そ
の

理

由
の

第

一

は
、

「

天

台

傳

已

後
」

の

「

傳
」

は

「

傳
フ

」

と

読
む

が
、

「

傳
フ

」

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
5

）

に
は

「

経
書
を

解
釈
す
る

、

注
釈
す
る
」

と

い

う
意

味
が

あ
る

が
、

「

天

二
⊥

ハ

台
傳

。

已

後
　
知

ル

之
。

者
多
々

也
」

と

読
ん

で

も
意
味
が
通
じ

る

か

ら

だ
。

理
由
の

第
二

は
、

そ

の

後
続
の

文
章
を

読
む

と
、

「

所
謂
三

論
嘉

祥
・

南
三

北
七

百
余
人
・

華

厳
宗
法
蔵

清
涼
等
・

法
相
宗
玄
奘
三

蔵

慈

恩

大

師
等
・

真
言

宗
善
無

畏
三

蔵
金

剛
智
三

蔵
（
以

下

略
∀

」

（

『

定
遺
』

七
一

〇

頁）

と

記
し
て

、

一

念
三

千
の

法
門
を

学
ん

だ

人
物
を

多
数

挙

げ
て

あ

る
。

し

か

し

そ
れ

ら

は

皆
天
台
か

ら

学
ん

だ

人

物
ば

か

り

で
、

伝
教
か
ら
教
え
を
受
け
た

者
は

誰
も
い

な
い

。

従
っ

て

前
掲
の

文

章
は

「

天

台

傳
フ

已

後
」

と

読
む

の

が

正
し
い

で

あ
ろ

う
。

す
る

と

文
中
の

「

用
フ

ル

ガ

ニ

聖
ノ

智
ヲ

故
也
」

の

「

二

聖
」

と

は
、

従
来
天

台
・

傳

教
と

さ

れ

て

き

た

が
、

こ

れ

は

釈

尊
・

天

台
だ

と

い

う
こ

と

に

な
ろ

う
。

元
々

一

念
三

千
の

法
門
は

釈
尊
が

『

法
華
経
』

に

説
き

示
し

た

も
の

で

あ
る

か

ら
、

そ
の

釈

尊
に

天

台
を
加
え
て

「

二

聖
ノ

智
」

と

解
釈
し
て

も
矛
盾
は

生

じ
な
い

。

五

三

二
一

『

随
自
意

御
書
』

な

に
と

な
け
れ
ど

も
心
も
ふ

る
ま

ひ

（

振

舞
）

も
言
も
な
を

（

直
）

し

く
な

る

な

り
（

『

定
遺
』

一

六

＝

頁
）

な

に

と
な

け
れ

と
ん

心

も
ふ

れ

（

れ

に
る

を

他
筆
上

書
）

ま

ひ

も
言

も
な
を

し

く

な
る

な

り
（

『

集
成
』

第
九
巻

＝
ハ

六

頁
）

　

真
蹟
は

「

ふ

れ

ま
ひ
」

と

書
か

れ

て

い

る

が
、

し

か

し
そ
の

「

れ
」

に

他

筆
で

「

る
」

と

上

書

き
し

て

あ

る
。

こ

れ

は

聖

筆
を

重

視

す
る

『

定

遺
』

の

編
集

方
針
か

ら

す
れ
ば

、

他

筆
を

廃
し
て

「

ふ

れ

ま
ひ
」
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と

記
述
す
べ

き
で

あ
ろ

う
。

次
に

も
う
一

文

取
り
上

げ
る

。

又

き
か

せ

給
。

弟
子
檀
那
も
安
穏
な
る

べ

か

ら

ず
と

を

も
ひ

し

上

一
亠

ハ

一
亠

ハ

頁）

又
此

き
か

せ

給
弟
子

檀
那

も
安
穏
な

る
へ

か
ら

す
と

を
も
ひ

し
上

第
九
巻
一

八

四

頁）

（
『

定
遺
』

（

『

集
成
』

　

真
蹟
に

は
、

「

又
」

の

字
の

次
に
「

此
」

の

字
が

あ
る

と

筆
者
は

見
る

。

宗
祖
の

消

印
は

無
い

か

ら

読
み

取
る

べ

き
で

あ
る

。

筆
者
は

「

又

此
ヲ

き
か

せ

給
．

弟
子
檀
那
も

」

と

読
む

。

こ

れ

で

文
章
も

整

う
。

六

　
三

九
五

『

諌
暁
八

幡

抄
』

　
　
　
　

　
　
もセ
　
や
　
そ

其

時
日

本

國
の

百
八

十

の

神
の

栖
，、

給
，

し

寶
殿
皆
焼

ヶ

失
セ

ぬ

（

「

定

遺
』

一

八

三

九
頁
）

其
時
日

本
國
の

百
八

十
神
の

栖
給
し

宝
殿
皆
勢
（

焼
と

他
筆
傍
書
）

失
ぬ

（

『

集
成
』

第
九

巻
一

〇

四

頁）

　

右
の

『

定
遺
』

の

文
は

真

蹟
と

相
違

す
る

と

こ

ろ

が
二

箇

所
あ
る

。

そ
の

第
一

は

『

定
遺
』

が

「

百
八

十
の

神
」

と

し
て

い

る

が
、

こ

れ

は

聖

筆
の

通

り
「

百
八

十
ノ

神
」

と

す
べ

き
で

あ
ろ

う
。

第
二

に
、

真
蹟

　
　

い

き
ほ
ひ

に
「

皆
勢
失
ぬ
」

と

記
述
さ
れ
る

文
を
『

定
遺
』

は

他

筆
に

随
っ

て

「

皆

焼
ヶ

失
セ

ぬ
」

と

し

て
い

る

が
、

そ

も
そ

も
我

国
歴
史
上

日

本
中
の

神

社
が

皆
焼

け
た
と
い

う
事
実
は

な
い

。

宗

祖
は

我
国
の

仏
教

伝
来
当

時
、

仏
教
に

反
対
し

仏
敵
と

な
っ

た

者
の

仏

罰
の

現
証
を
一

々

書
き
付

け
ら
れ
て

い

る
。

そ
の

時
排
仏

派
を
守
護
し

た

神
々

も
仏
罰
を

蒙

り
、

日

蓮
聖

人

真
蹟
遺
文
解
読
の

問
題
点
に

つ

い

て

（

松
　
岡
）

全

て

の

神
々

の

神

殿
が

「

勢
失

セ

ぬ
」

と

記
さ

れ
、

　一

斉
に

勢
力
を

失
っ

て

し

ま
っ

た

と

書
か

れ

る
。

従
っ

て

『

定
遺
』

は
、

「

勢
。

失
セ

ぬ
」

と

記
述

す
る
べ

き
で

あ
ろ

う
。

な
お

当
抄
に

は
、

そ
の

外
に

幾
つ

か
の

細
か
な

表

記
上

の

問
題
が

指

摘
で

き
る

。

そ

れ

ら

は

「

な

さ

ざ
（

ご

ら

め
」

（

一

八

三
八

頁
）

、

「

と

は
（
わ
）

を
も
へ

ど

も
」

（
一

八

四
一

頁）
、

「

あ

が

む
（
め
）

る

と

こ

ろ
」

（
一

八

四

二

頁
）

、

「

今
ノ

迦

葉
（

等
）

是
也
」

（

一

八

四
三

頁
）

、

「

出
で

て
（
・

）

は
」

（

一

八

四

九

頁
）

等
（
括
弧
内
は

真

蹟
の

表
記
を
示

す）

で

あ
る

。

お

わ

り
に

　

右
の

各
論
点
は

過
去
何
百
年
も
の

間、

真
蹟
解
読
上
の

誤
謬
が

正

さ

れ

ず
に

今
日

に

至
っ

た

も
の

が

多
い

。

今
後
さ

ら

に

完
成
さ

れ

た

遺
文

集
を
目
指
し

て
、

検
討
す
る

余
地
が

あ

る
の

で

は

な

か
ろ

う
か

。

1
　
立
正

大
学
日

蓮
教
学
研
究
所
編

『

昭
和
定
本
日

蓮
聖
人
遺

文
』

二

〇
〇
〇

年
。

　
　
　

2
　
『

日

蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』

全
十
巻、

法
蔵

館
、

　一

九

七

六

年
。

　
　
　

3
　
『

日

本
国

語
大
辞
典
』

第
二

版
、

小
学
館、

二

〇
〇
一

年
。

『

大
漢
語

林
』

大
修
館
書
店、

一

九
九
二

年
。

　
　

　

4
　
『

日

本
国
語
大
辞

典
』

第
二

版
、

小
学
館

、

二

〇
〇
一

年
。

　

　

5
　
『

大
漢
和
辞
典
』

巻
一
、

大
修
館
書
店

、

一

九

六

八

年
。

『

大
漢
語
林
』

大
修
館
書
店

、

一

九

九
二

年
。

〈
キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
日

蓮
聖
人
の

真
蹟
遺
文、

日

蓮
遺
文

、

真
蹟
遺
文
解
読

　
（

佛
教
大
学
大

学
院
修
了
）

一

二

七
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